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総
合
・
太
陽
光

建設業界・測量業界を進化させる
建設・測量生産性向上展
5月12日（水）から

第3回建設・測量生産性向上展（CSPI-EXPO2021）

を
超
え
て
お
り
、
若
い
担
い
手
の
呼
び
込
み

は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
建
設
現
場
の
働
き
方
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
３
密
を
回
避
す
る

た
め
、
公
共
工
事
の
現
場
で
は
非
接
触
・
リ

モ
ー
ト
型
の
働
き
方
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
現
在
は
「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え
た
業
務
効
率
や
働

「
第
３
回
建
設
・
測
量
生

産
性
向
上
展
（
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｉ

‐
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
１
）

～
次
世
代
を
担
う
最
先
端

技
術
が
一
堂
に
～
」
が
、

５
月
12
日
（
水
）
～
14
日

（
金
）
の
３
日
間
、
幕
張

メ
ッ
セ
展
示
ホ
ー
ル
と
屋

外
展
示
場
に
て
開
催
さ
れ

る
。
建
設
機
械
や
測
量
機

器
の
業
界
を
牽
引
す
る
企

業
が
一
堂
に
会
し
、
次
世

代
を
担
う
最
先
端
技
術
、

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

紹
介
す
る
日
本
最
大
級
の

展
示
会
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
業
界
は
五
輪
関
連

や
東
日
本
大
震
災
の
復
興

需
要
で
、
コ
ロ
ナ
渦
に
あ

っ
て
も
堅
調
だ
っ
た
。
し

か
し
高
齢
化
に
伴
う
人
材

不
足
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
総
務
省
に
よ
る
と
、

建
設
業
の
就
業
者
数
は
２

０
１
９
年
に
４
９
９
万
人

と
ピ
ー
ク
時
の
１
９
９
７

年
か
ら
約
27
㌫
減
。
55
歳

以
上
が
全
体
の
３
分
の
１

２
０
２
１
年
は
、
前
回
の
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
‐
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
よ
り
約
１
０
０
社
・
約
２
５
０
小
間

増
加
し
、
出
展
社
約
３
０
０
社
・
展
示
ブ
ー

ス
約
１
４
０
０
小
間
と
い
う
過
去
最
大
規
模

で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
る
。
小
松
製
作
所

（
コ
マ
ツ
）、
日
立
建
機
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ

ャ
パ
ン
、
コ
ベ
ル
コ
建
機
、
住
友
建
機
、
ク

ボ
タ
、
ヤ
ン
マ
ー
、
酒
井
重
工
業
、
諸
岡
、

ヴ
ィ
ル
ト
ゲ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｈ
な
ど
の
重
機
メ
ー
カ
ー
が
出
展
す
る
ほ

か
、
測
量
機
器
大
手
の
ト
プ
コ
ン
、
ニ
コ
ン･

ト
リ
ン
ブ
ル
、
ラ
イ
カ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
ズ
な

ど
も
出
展
。
建
設
業
界
に
必
要
不
可
欠
な
レ

ン
タ
ル
業
務
を
牽
引
す
る
ア
ク
テ
ィ
オ
・
カ

ナ
モ
ト
・
西
尾
レ
ン
ト
オ
ー
ル
・
レ
ン
タ
ル

の
ニ
ッ
ケ
ン
が
出
展
し
、
各
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
も
発
表
さ
れ
る
。
最
新
ド
ロ
ー
ン
活
用

な
ど
、「i-Construction

」
や
建
設
業
の
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）の
鍵
に
な
る
展
示
も
多
く
予
定
さ
れ
る
。

対
し
て
の
解
決
策
を
最
新
製
品

展
示
・
基
調
講
演
と
い
う
形
で

開
催
さ
れ
、
建
設
業
界
（
建

築
・
土
木
）
と
測
量
業
界
と
い

う
親
和
性
の
高
い
２
つ
の
業
界

の
融
合
、
そ
し
て
生
産
性
向
上

の
た
め
の
提
案
が
行
わ
れ
る
。

最
新
の
建
機
・
重
機
・
高
所
作

業
車
・
工
法
・
ド
ロ
ー
ン 

ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
が
集
結
。
屋

外
展
示
場
で
は
建
機
・
重
機
・

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
ト
ラ
ッ

ク
・
電
動
工
具
な
ど
様
々
な
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施

さ
れ
る
。

過去に開催された展示会会場の様子

第
60
回

驚愕の売電ロス！
ほぼ半数の発電所で発生

産業用太陽光発電Ｏ＆Ｍ施工の現場から

エナジービジョン
遠
隔
監
視
で
見
え
る
化
さ
れ
る「
機
会
損
失
」

代表取締役
奥山恭之

▶
数
㌫
の
売
電
ロ
ス
も
、
塵
も
積
も
れ
ば

山
と
な
り
大
き
な
損
失
と
な
る

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
発

電
量
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ

と
で
、
太
陽
光
発
電
所
の
売

電
ロ
ス
の
存
在
を
「
見
え
る

間
に
比
べ
て
、
直
近
の
１
年

間
の
発
電
量
が
ど
う
下
落
し

た
か
？
、
を
、
実
際
の
発
電

量
か
ら
把
握
で
き
る
。
発
電

阻
害
要
因
が
最
初
か
ら
存
在

し
て
い
て
も
、
そ
の
影
響
が

途
中
で
増
大
し
な
け
れ
ば
発

電
効
率
は
下
が
ら
な
い
た

め
、
ど
う
し
て
も
避
け
よ
う

ス
１
㌫
未
満
が
全
体
の
20
㌫

強
（
13
件
）
と
少
数
派
で
、

最
も
多
い
マ
イ
ナ
ス
２
㌫
以

上
の
下
落
が
45
㌫
以
上
（
28

件
）
、
年
平
均
マ
イ
ナ
ス
１

㌫
と
マ
イ
ナ
ス
２
㌫
の
間
の

発
電
所
が
約
34
㌫
（
21
件
）

を
占
め
た
。

Ｏ
＆
Ｍ
事
業
者
と
し
て
の

私
の
事
前
予
測
で
は
、
発
電

量
下
落
率
は
年
平
均
マ
イ
ナ

ス
１
㌫
程
度
が
中
心
と
想
定

し
て
い
た
が
、
実
際
に
解
析

し
て
み
る
と
そ
れ
よ
り
も
は

る
か
に
大
き
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
約
半
数
の
発
電
所

が
、
５
年
で
マ
イ
ナ
ス
10
㌫

以
上
も
の
売
電
ロ
ス
と
な
る

の
な
い
も
の
は

「
発
電
所
の
癖
」

と
し
て
織
り
込
ん

だ
上
で
、「
発
電

量
の
下
落
の
進
行

具
合
」が
分
か
る
。

散
布
図
で
、
横

軸
は
【
ピ
ー
ク
値

と
直
近
値
の
期
間

（
月
）】
で
縦
軸
は

【
低
下
率
】
を
示
す
。

斜
線
は
上
が
年

平
均
マ
イ
ナ
ス
１

㌫
、
下
が
年
平
均

マ
イ
ナ
ス
２
㌫
を

示
し
、
個
別
の
発

電
所
の
下
落
率
を

判
断
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
た
。

散
布
図
を
見
る

と
年
平
均
マ
イ
ナ

き
方
改
革
に
向
け
て
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が

以
前
に
も
増
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
国
土

交
通
省
は
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
を
設
置
し
、
社
会

資
本
整
備
と
そ
の
担
い
手
で
あ
る
建
設
業
を

デ
ジ
タ
ル
化
、
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
化
へ
と

転
換
さ
せ
る
省
内
の
推
進
体
制
を
整
備
し

た
。
Ｄ
Ｘ
の
概
念
が
公
共
事
業
や
社
会
資
本

の
維
持
管
理
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
が
始
ま
っ
て
い
る
。

本
展
示
会
で
は
人
非
接
触
・
リ
モ
ー

ト
技
術
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
推

奨
す
る
「
業
界
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
や
、
人

材
不
足
解
消
な
ど
長
年
の
課
題
事
項
に

し
て
い
る
こ
と
に
、
正
直
か

な
り
驚
い
て
い
る
。（
統
計

的
に
正
し
い
手
法
で
算
出
し

て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、

た
ま
た
ま
ダ
メ
な
発
電
所
が

揃
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い

が
…
）

後
で
売
電
ロ
ス
に
気
づ
い

て
も
失
っ
た
分
を
取
り
戻
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
発
電

量
解
析
で
気
づ
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
将
来
の
ロ
ス
は
未

然
に
防
げ
る
。

売
電
ロ
ス
防
止
の
た
め
に
、

Ｏ
＆
Ｍ
の
ひ
と
つ
と
し
て
定
期

的
な
発
電
量
解
析
の
実
施
を
お

勧
め
し
た
い
。
そ
の
際
に
は

「
発
電
量
解
析
ア
プ
リ
」
を

活
用
で
き
る
Ｏ
＆
Ｍ
協
議
会

の
会
員
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

化
」
で
き
る
。
一
般

社
団
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
協
議
会

が
会
員
向
け
に
提
供

し
て
い
る
「
発
電
量

解
析
ア
プ
リ
」
を
使

え
ば
、
そ
れ
が
簡
単

に
で
き
る
。

実
際
に
「
12
カ
月

移
動
平
均
法
」
で
解

析
し
た
62
件
の
発
電

所
（
低
圧
）
の
デ
ー

タ
を
、
散
布
図
に
ま

と
め
た
の
が
下
掲
図

で
、
青
の
点
が
ひ
と

つ
ず
つ
の
発
電
所
の

値
だ
。

こ
の
散
布
図
を
理

解
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
「
12
カ
月
移
動
平
均

法
」
で
何
が
分
か
る
か
、
整

理
し
て
お
こ
う
。

●
発
電
所
の
ピ
ー
ク
時
（
１

年
単
位
）
の
発
電
効
率
か

ら
、
直
近
値
が
ど
れ
だ
け
低

下
し
て
い
る
か
把
握
で
き
る

（
ピ
ー
ク
時
を
１
０
０
㌫
と

し
て
直
近
値
は
94
㌫
、な
ど
）

●
１
年
単
位
で
検
討
す
る
の

で
、
季
節
要
因
は
無
視
で
き

る●
発
電
効
率
（
日
射
量
あ
た

り
の
発
電
量
）
で
検
討
す
る

の
で
、
日
射
量
の
増
減
も
無

視
で
き
る

●
実
発
電
量
か
ら
計
算
す
る

の
で
、
発
電
阻
害
要
因
の
影

響
は
含
ま
れ
る

つ
ま
り
当
該
発
電
所
が
ベ

ス
ト
に
発
電
し
て
い
た
１
年

こ
れ
ほ
ど
に
も
大
幅
な
発
電

量
下
落
が
当
た
り
前
に
発
生

可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
。

発
電
量
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

年
平
均
マ
イ
ナ
ス

１
㌫
、
20
年
後
に

80
㌫
の
発
電
量
が

イ
ナ
ス
２
㌫
以
上

の
下
落
で
は
、
発

電
事
業
で
利
益
を

残
す
こ
と
は
難
し

い
だ
ろ
う
。

複
数
の
発
電
所

の
売
電
ロ
ス
が
こ

こ
ま
で
大
き
い
こ

と
を
示
す
デ
ー
タ

は
、
こ
れ
ま
で
見

た
こ
と
が
な
い
。

残
っ
て
い
る
と

い
う
前
提
で
作

ら
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
の

で
、
年
平
均
マ


